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要要  旨旨：本研究は，特別支援学校教員のストレッサーとされる重要な他者，その中でも，

同僚に思いや考えが伝わらない体験を他者に語ることが，個人の感じ方や在り方が揺れ，

再構成される“微小なイニシエーション”となり得るかを検討することを目的とした．特

別支援学校教員 5 名を対象に，PAC 分析の手続きに基づき，同僚に思いや考えが伝わら
ない体験に関する面談を実施した．その結果，3名は他者との関係から自身の自己の在り
方を見つめる状況が生じていた．その３名は同僚に思いや考えが伝わらない体験を他者に

語ることで自身の在り方が揺れ，再構成される伝わらない体験の中にある“微小なイニシ

エーション”が成立していることが確認された．

KKeeyy  WWoorrddss：：特別支援学校教員，同僚，伝わらない体験，微小なイニシエーション

PCA分析 

● 

ⅠⅠ．．問問題題とと目目的的  

 特別支援学校教員の精神疾患による休職者が

同学校種在職者に占める割合は 0.71％であり，
最も低い高等学校教員 0.33％と比して 2倍以上
の厳しい状況にある 5)．このような特別支援学

校教員のストレサーとし“教育理念の相違”“教

育活動の不全感”“職務による繁忙感”“保護者と

の良好な関係”があるとされている 9)．このかな

でも“教育理念の相違”としては同僚，“保護者

との良好な関係”としては保護者に自分の教育

活動に関わる思いや考えが伝わらないことが最

も強いストレッサーになるとされている．そし

て，そうしたチームティーチングにて複数の教

員で授業を行い，児童生徒の送迎等で保護者と

頻繁に接する機会が多い特別支援学校教員固有

のストレッサーへのコーピングが検討されてい

る 13)．

そうしたなか，重要な他者に思いや考えが伝

わらない体験を契機に，個人の感じ方や在り方

が揺れ，再構成される伝わらない体験の中にあ

る“微小なイニシエーション”に着目し，伝わら

ない体験におけるこころの動きをより細やかに

理解していく研究も進められている 8)．イニシ

エーションとは，ある状態から別の状態に移動

する際に行われる通過儀礼，参入儀礼のことで

あり，心的な危機や試練を伴いながら，古い世界

観を壊し，新たな認識に与る分離・過渡・統合か

らなる変容のプロセスとなる 1)4)11)．現代の日本

では，制度化されたイニシエーションは消滅し

たが，日常の体験の中において，個人が内的に，

自前のイニシエーション様の体験を何度もする

ことは，これまでの自他への感じ方やあり方を

壊し，新たな自他への感じ方やあり方へと変容

することに重要であるとされている 2)．

 本研究では，こうした研究動向を踏まえ，特別

支援学校教員を対象とし，重要な他者，そのなか

でも，同僚に自分の教育活動に関わる思いや考

えが伝わらない体験についての面談を行う．そ

して，その結果を分析し，同僚に思いや考えが伝

わらない体験を他者に語ることによる特別支援

学校教員の心的状態の変容について，“微小なイ

ニシエーション”という観点から検討する．
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● 
ⅡⅡ．．方方法法  

 
１１．．対対象象者者  

Ｇ県立特別支援学校での勤務経験において学

級担任，学年主任や分掌部長等にて同僚に思い

や考えが伝わらない体験を経験している可能性

の高いＧ大学教職大学院に研修派遣された教諭

を対象とした．そして，「特別支援学校教員が同

僚との間で，伝えたい事柄がうまく伝わらない

ときの体験についての調査」と説明し，同意を得

られた教諭 5 名を対象者とした．なお，同意が
得られた 5 名は女性であり，日程の都合等から
同意が得られなかった 3名は男性であった． 

 
２２．．方方法法  

 PAC 分析 (Analysis of Personal Attitude 
Construct：個人別態度構造の分析)7)を用いた

半構造化面接を行った． 面接は 2 回に分けて
面談者が個別に行った． 
１）面談 1回目(ｘ年 2月～4月) 

(1)同意確認 
 最初に調査の趣旨とデータの取り扱いの説

明をし，録音も含めて書面で同意を得た． 
(2)自由連想 
対象者にとって思いや考えが最も伝わらな

い体験をした同僚を想起してもらうことを意

図し，連想刺激として，同手続きで行われた先

行研究 8)の表記の一部を教員に合わせて変更し

た Table 1の文章を提示するとともに，口頭で
読み上げて教示した．そして，カード(縦 3㎝，
横 9㎝)15枚を対象者の前に置き，頭に思い浮
かぶままに自由連想させ記入させた． 
(3)類似度の評定 
記入後，「言葉の意味やイメージがプラスで

あるかマイナスであるかの方向に関係なく，あ

なたにとって重要と感じられる順にカードを

並べ替え➀～⑮で番号を付けてカードに記入

して下さい．」と教示した．続けて，連想項目間

の類似度行列を作成するため，カードのすべて

の対を選びながら，Table 2 に示した教示を対
象者に提示し，口頭に読み上げた．そして，

Table 3に示した 7段階の評定尺度に基づいて
類似度を評定させた． 
２）1回目の面接結果の分析 

1回目の面談終了後，類似度の評定で得られた
得点を用いてクラスター分析(Ward 法)を行った． 
３）面談 2回目(ｘ年 3月～5月) 

(1)類似度行列の修正・解釈・評価 

面談 1 回目後に行ったクラスター分析にて，
デンドログラムを得られた類似度行列を，面談

者が対象者に提示した．そして，面談者がクラ

スターの仮説を説明し，対象者が修正，確定し

た．一部の項目を移動させた方がしっくりくる

と対象者が述べた場合，それに従った．次に，

面談者がまとまりをもつクラスターとして解

釈できそうな群ごとに各項目を上から読み上

げ，項目群全体に共通するイメージやそれぞれ

の項目が併合された理由として考えられるも

の，群全体が意味する内容の解釈について質問

し，対象者による各クラスターおよびクラスタ

ー同士の関係の解釈を得た． 
この後さらに，全体についてのイメージや解釈

について質問した．続いて，面談者として解釈し

にくい個々の項目を取り上げて，個別のイメージ

や併合された理由について追加的にTable 4のよ
うな質問をした．各連想項目単独でのイメージが

プラス，マイナス，どちらともいえない(ゼロ)の
いずれに該当するかを回答させた． 
(2)補足質問 
伝わらない体験をより具体的に把握するため

に，Table 5に示した質問を行った．対象者の自
発的な語りを妨げるような語りの途中での確認

等は行わないことを基本としつつ，必要に応じ

て質問の表現を変え，不明な点は確認した． 
 
● 
ⅢⅢ．．結結果果  

  

１１．．対対象象者者ＡＡ  

 面談の結果は Fig.1，Table 6のようになった．
なお，以下，対象者の発言の引用は「」で示し，

重要度の順番とその自由連想文を①［］②［］…，

クラスター番号を【1】，【2】…のように記す． 
１）クラスターと連想項目 

【A1】は⑩［私は間違ったことは，言ってい
ないのに…．］⑪［何故，分かってくれないんだ

ろう…．］⑬［私より年上なのに…．］⑫［頑張

って伝えるのをやめた方が楽なのかな…．］⑮

［もう，知～らない！！］⑭［イライラ    ．］ 
【A2】は⑧［他の仕事で，今大変なのかな…．］
⑨［今，体調はどうだろう…．］⑦［時間をおい

てから，また話してみようかな…．］ 
【A3】は⑤［伝わるように言葉を選ぼう．］
⑥［もっと具体的に話そう．］④［ほかの先生の

意見を聞いたうえで個人の意見ではなく，皆の

意見としてもっていこうかな…．］①［私のこと

を信用してないのかな…．］③［今までの経験の
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違いがあるからかな…．］②［まず結論を言って

から内容を話そう．］ 
２）対象者よるクラスターの解釈 

(1)意味 
【A1】は「私は努力したり，頑張ったりして

いるけど伝わらないから，伝える気すら失せる

ような気持ち」で，「受け入れてくれない相手と

の関係性にもイライラして」いて，「かなりマイ

ナスな印象」なのに対し，【A2】は「相手の他
の仕事のことや体調のことも知って，相手のこ

とをもっとわかろう，頑張ろう」と「プラスに

働いている」．【A3】は「築き上げてきた関係を
振り返った」り，「自分がどう変わっていくと伝

わるか考えた」りしている． 
(2)関係性 
【A1】が「最初に出てくる感情」で，「相手を
責めたり，相手との関係を切ったり」，「攻撃的で

マイナスなイメージ」である．その後【A2】【A3】
は「具体的に何とかしたい」という「プラスの思

い」のもと，【A2】は「今の相手をわかろう」と 

し，【A3】では「今から次進んでいくため」に「自 
分を変えていこう」としている． 
３）微小なイニシエーションの成立状況 

 分離・過渡・統合の各過程が生じ，微小なイ

ニシエーションが成立していた． 
 まず，分離として⑩［私は間違ったことは，言

っていないのに…．］と自分のイメージ，⑪［何

故，分かってくれないんだろう…．］⑬［私より

年上なのに…．」と相手のイメージが揺らぎ，⑫

［頑張って伝えるのをやめた方が楽かな…．］⑮

「もう，知～らない！！！」と新たな関係を探す

上で必要な相手との距離を生んだ．そして，過渡

として，伝わらない関係から脱出したいと思い，

⑧［他の仕事で，今大変かな…．］⑨［今，体調

はどうだろう…．］⑦［時間をおいてから，また

話してみようかな．］と相手の言動の背景に思い

を巡らせ，曖昧になった自他の関係を結び直そ

うとした．さらに，統合として，⑤［伝わるよう

に言葉を選ぼう．］⑥［もっと具体的に話そう．］

②［まず結論を言ってから内容を話そう．］とわ 

TTaabbllee  33  類類似似度度ににかかかかわわるる評評定定尺尺度度  　

1…非常に近い　　　2…かなり近い　3…いくぶんか近い　4…どちらともいえない
5…いくぶんか遠い　6…かなり遠い　7…非常に遠い

TTaabbllee  11  自自由由連連想想ををおおけけるる教教示示  　

　あなたのこれまでの教員生活で一緒に仕事をした先生を1人思い浮かべて下さ
い。その人との間で,あなたが伝えたい事柄がうまく伝わらない時,あなたはどのよ
うなことを思い,感じますか。どのような気分になりますか。また,その時どうした
いと思い,実際どうするでしょうか。それは何故,あるいは何のためでしょうか。伝
わらないということはあなたにとってどんなことを意味していますか。頭に思い浮
かんできたイメージや言葉を15個,思い浮かんだ順に番号を付けてカードに記入し
て下さい。

TTaabbllee  22  連連想想項項目目間間のの類類似似度度行行列列をを作作成成すするるたためめのの教教示示  　

　あなたが伝わらない体験に関連するものとしてあげたイメージや言葉の組み合わ
せが，言葉の意味ではなく，直感的なイメージの上でどの程度似ているか判断し，
その近さの程度を別紙の尺度の該当する記号で答えて下さい。

TTaabbllee  44  ククララススタターー個個別別ののイイメメーージジやや併併合合さされれたた理理由由ににつついいててのの質質問問  

TTaabbllee  55  伝伝わわららなないい体体験験ををよよりり具具体体的的にに把把握握すするるたためめのの補補足足質質問問  　伝わ な 体験を り具体 把握する 補足質問

ａ　連想の際に思い浮かべた状況,そのとき伝えたかったことはどのようなものですか。
ｂ　あなたにとって,〈伝わる〉とはどういう意味・イメージですか。
ｃ　思い浮かべた状況での〈伝わらない〉とはどういう意味・イメージですか。
ｄ　〈伝わらない〉ことに肯定的な意味はあると思いますか。
ｅ　思い浮かべた人はどういう人だと思いますか。
ｆ　現時点での調査参加者にとって〈伝わらない〉とはどんな意味がありますか。

　各クラスターからどんなイメージが浮かんできますか。また,どんな内容でまと
まっていると感じるでしょうか。クラスターの比較をします。各クラスターを比較
するとどんなところが同じで,どんなところが違っているでしょうか。クラスター
全体を見たときに,どんなイメージが浮かんでくるでしょうか。それぞれの項目の
１つ１つを単独で取り上げたときに,プラス,マイナス,どちらとも言えない(ゼロ),
のどれが浮かんでくるでしょうか？言葉の意味ではなく,実際に感覚として感じら
れてくるものを教えて下さい。
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年
下

の
講

師
で

，
そ

の
学

校
・

学
部

の
勤

務
が

長
い

先
生

で
あ

る
。

言
葉

を
交

わ
し

た
こ

と
は

あ
る

が
初

め
て

組
む

相
手

で
あ

る
。

私
は

副
担

任
で

あ
り

，
相

手
を

支
え

，
一

緒
に

や
っ

て
い

く
立

場
で

あ
る

。

年
上

の
教

諭
で

あ
る

。
こ

れ
ま

で
に

一
緒

に
仕

事
を

し
た

こ
と

や
日

常
の

関
わ

り
は

な
い

。
事

業
チ

ー
ム

で
共

に
働

く
同

僚
で

あ
る

。

年
下

の
勤

務
歴

の
短

い
講

師
で

，
初

め
て

組
む

相
手

で
あ

る
。

私
は

学
年

主
任

と
し

て
指

導
す

る
立

場
で

あ
る

。

年
下

の
勤

務
歴

の
短

い
講

師
で

，
初

め
て

組
む

相
手

で
あ

る
。

作
業

班
は

私
を

含
む

ベ
テ

ラ
ン

4
人

と
初

任
で

あ
る

相
手

の
5
人

の
チ

ー
ム

で
あ

っ
た

。

補
足

質
問

ａ

連
想

の
際

に
思

い
浮

か

べ
た

状
況

，
そ

の
時

伝

え
た

か
っ

た
こ

と
は

ど

の
よ

う
な

も
の

か

そ
の

人
が

考
え

て
き

た
通

知
表

の
文

言
，

表
現

か

ら
，

受
け

持
ち

の
子

ど
も

の
捉

え
が

伝
わ

ら
ず

，
納

得
で

き
な

い
。

担
任

し
て

い
る

子
ど

も
の

私
の

捉
え

を
こ

れ
ま

で
も

伝
え

て
き

て
い

た
が

，
そ

の
人

に
は

伝
わ

っ
て

い
な

か
っ

た
。

そ
し

て
，

私
は

担
任

と
し

て
受

け
持

っ
て

い
る

子
ど

も
の

話
を

し
っ

か
り

し
た

い
と

思
っ

て
い

た
が

，
そ

の
人

に
は

そ
の

人
自

身
を

否
定

し
た

と
受

け
取

ら
れ

て
し

ま
っ

た
。

摂
食

指
導

の
介

助
の

方
法

や
引

継
ぎ

の
仕

方
，

授
業

の
ね

ら
い

や
手

立
て

，
見

守
り

の
方

法
な

ど
に

つ
い

て
の

自
分

の
経

験
に

基
づ

く
支

援
の

具
体

的
な

や
り

方
が

，
そ

の
人

に
は

伝
わ

ら
な

か
っ

た
。

支
援

の
違

い
は

経
験

の
差

に
基

づ
く

違
い

で
，

子
ど

も
の

捉
え

や
支

援
の

仕
方

が
伝

わ
ら

な
か

っ
た

と
感

じ
，

そ
し

て
副

担
任

と
し

て
ど

う
伝

え
て

い
く

か
に

迷
っ

た
。

私
が

伝
え

た
こ

と
に

，
「

は
い

！
は

い
！

」
と

言
っ

た
が

で
き

て
い

な
か

っ
た

り
，

準
備

が
整

っ
て

い
な

か
っ

た
り

，
不

備
が

あ
っ

た
り

す
る

こ
と

が
立

て
続

け
に

あ
っ

た
。

「
は

い
！

」
と

い
う

だ
け

で
な

く
，

行
動

で
示

し
て

も
ら

わ
な

い
と

困
る

と
感

じ
た

。

生
徒

の
捉

え
が

伝
わ

ら
な

い
と

感
じ

た
。

学
年

主
任

と
し

て
，

主
担

当
し

て
も

ら
っ

た
授

業
で

学
ん

で
ほ

し
い

と
い

う
思

い
が

伝
わ

ら
な

か
っ

た
。

「
あ

な
た

は
ど

う
思

っ
て

い
る

？
」

「
一

回
や

っ
て

み
て

」
が

通
じ

な
か

っ
た

。
一

緒
に

仕
事

を
す

る
う

え
で

必
要

な
構

え
に

違
い

が
あ

る
よ

う
に

思
っ

た
。

「
ど

う
し

た
の

？
」

と
聞

い
て

も
，

そ
の

人
以

外
が

ベ
テ

ラ
ン

の
た

め
に

言
い

に
く

い
の

か
，

機
嫌

が
悪

く
な

り
，

話
が

で
き

な
い

状
況

で
あ

っ
た

。
一

方
的

に
不

機
嫌

に
な

ら
れ

て
も

仕
事

に
な

ら
な

い
。

こ
ち

ら
が

心
を

開
い

て
い

る
の

だ
か

ら
，

一
人

で
抱

え
ず

に
，

楽
に

話
し

，
機

嫌
を

直
し

て
ほ

し
い

と
い

う
思

い
だ

っ
た

。
チ

ー
ム

の
中

で
の

役
割

や
同

僚
と

し
て

の
在

り
方

を
知

っ
て

ほ
し

い
と

思
っ

て
い

た
。

補
足

質
問

ｂ

調
査

参
加

者
に

と
っ

て
，

〈
伝

わ
る

〉
と

は

ど
う

い
う

意
味

・
イ

メ
ー

ジ
か

私
の

思
っ

て
い

る
形

や
色

や
温

度
が

，
そ

の
ま

ま
届

い
て

共
有

で
き

る
状

態
で

あ
る

。

相
手

の
こ

と
を

受
け

入
れ

る
状

態
で

あ
る

。
相

手
が

自
分

の
想

い
を

根
拠

を
も

っ
て

伝
え

て
く

れ
，

そ
れ

に
対

し
私

が
納

得
し

，
相

手
の

考
え

を
取

り
入

れ
た

り
，

一
回

や
っ

て
み

よ
う

と
思

っ
た

り
す

る
状

態
で

あ
る

。

相
手

が
行

動
に

移
し

て
く

れ
た

り
，

返
っ

て
く

る
解

釈
の

言
葉

は
違

っ
て

も
信

条
が

同
じ

だ
っ

た
り

す
る

状
態

で
あ

る
。

共
感

よ
り

も
協

同
や

協
働

と
い

う
言

葉
の

よ
う

に
，

一
緒

に
何

か
す

る
た

め
に

必
要

な
も

の
の

イ
メ

ー
ジ

で
あ

る
。

プ
ラ

ス
の

イ
メ

ー
ジ

で
，

い
い

方
向

に
話

し
合

い
が

で
き

る
状

態
で

あ
る

。
良

い
ア

イ
デ

ィ
ア

が
相

手
か

ら
も

聞
け

る
し

，
自

分
か

ら
も

言
え

る
状

態
で

あ

る
。

補
足

質
問

ｃ

思
い

浮
か

べ
た

状
況

で

の
〈

伝
わ

ら
な

い
〉

と

は
ど

う
い

う
意

味
・

イ

メ
ー

ジ
か

私
は

保
護

者
か

ら
の

信
頼

も
あ

り
，

自
信

が
あ

っ

た
。

そ
の

た
め

，
私

の
子

ど
も

の
捉

え
を

そ
の

ま
ま

伝
え

た
い

と
思

っ
て

い
た

。
し

か
し

，
一

方
通

行

で
，

わ
か

り
や

す
く

伝
え

ら
れ

て
い

な
か

っ
た

。
そ

し
て

，
私

自
身

伝
え

る
こ

と
に

諦
め

が
強

く
，

温
度

差
も

あ
っ

た
。

根
拠

な
く

大
丈

夫
と

言
わ

れ
，

決
め

つ
け

て
か

か
っ

て
い

る
状

態
で

あ
る

。
今

ま
で

も
こ

う
で

あ
っ

た
と

い
う

前
例

に
倣

っ
て

い
る

状
態

で
あ

る
。

私
が

依
頼

を
し

た
こ

と
に

，
行

う
と

の
こ

と
だ

っ
た

が
，

や
れ

て
い

な
か

っ
た

り
，

違
っ

た
り

し
て

い
る

状
態

で
あ

る
。

私
な

り
の

信
条

は
あ

り
，

そ
れ

と

違
っ

た
解

釈
が

返
っ

て
き

た
状

態
で

あ
る

。

そ
の

人
の

授
業

に
つ

い
て

考
え

て
も

ら
い

た
い

と
い

う
思

い
が

，
ど

う
や

っ
た

ら
伝

わ
る

か
が

わ
か

ら
な

い
状

態
で

あ
る

。
共

感
し

て
も

ら
い

た
い

わ
け

で
は

な
く

，
授

業
の

こ
と

を
ち

ゃ
ん

と
考

え
て

ほ
し

い
と

い
う

思
い

が
伝

わ
ら

な
い

状
態

で
あ

る
。

話
が

で
き

な
い

う
え

に
，

話
す

き
っ

か
け

が
持

ち
づ

ら
い

状
態

で
あ

る
。

こ
ち

ら
が

歩
み

寄
っ

て
も

，
向

こ
う

が
寄

っ
て

こ
な

い
状

態
で

あ
る

。

補
足

質
問

ｄ

〈
伝

わ
ら

な
い

〉
こ

と

に
肯

定
的

な
意

味
は

あ

る
と

思
う

か

伝
わ

ら
な

い
こ

と
で

学
び

が
あ

る
。

相
手

は
変

わ
ら

な
い

か
ら

私
が

ど
う

わ
か

り
や

す
く

伝
え

る
か

が
大

切
だ

と
気

づ
き

，
気

を
遣

う
よ

う
に

な
っ

た
り

，
人

の
歩

み
，

背
景

や
育

ち
を

考
え

る
よ

う
に

な
っ

た
り

し
た

。

少
し

で
も

肯
定

的
な

意
味

が
あ

れ
ば

い
い

な
ら

，
肯

定
的

な
意

味
は

あ
る

。
私

自
身

が
変

わ
り

，
視

野
を

広
げ

る
き

っ
か

け
と

は
思

う
。

し
か

し
ス

ト
レ

ス
で

は
あ

る
。

今
は

私
と

違
う

考
え

方
が

あ
り

，
そ

れ
を

肯
定

し
て

い
こ

う
と

思
う

。
年

齢
的

に
も

，
立

場
的

に
も

私
の

信
条

だ
け

で
は

い
け

な
い

か
ら

，
「

違
う

考
え

方
も

あ
る

」
と

い
う

こ
と

が
ブ

レ
ー

キ
の

一
つ

に
な

っ
た

ら
い

い
と

思
う

。

一
人

ひ
と

り
考

え
方

が
違

う
こ

と
を

認
め

ざ
る

を
得

な
い

。
「

み
ん

な
違

っ
て

み
ん

な
い

い
」

み
た

い
な

こ
と

で
，

子
ど

も
が

違
う

よ
う

に
教

師
も

違
う

。
だ

か
ら

面
白

い
し

，
い

ろ
ん

な
児

童
生

徒
に

対
応

で

き
，

学
校

に
は

必
要

で
あ

る
。

あ
ま

り
な

い
と

思
う

。
伝

わ
ら

な
い

相
手

に
つ

い
て

は
，

そ
れ

は
個

性
か

と
思

う
。

伝
わ

ら
な

い
こ

と
は

肯
定

的
で

は
な

い
け

れ
ど

，
そ

う
い

う
人

も
い

る
か

と
捉

え
る

こ
と

は
で

き
る

。

補
足

質
問

ｅ

思
い

浮
か

べ
た

そ
の

人

は
ど

う
い

う
人

だ
と

思

う
か

当
時

は
仕

事
が

で
き

な
い

人
と

思
っ

て
い

た
。

今
と

な
れ

ば
人

と
の

関
係

を
結

ぶ
の

が
下

手
な

人
だ

と
思

う
。

私
も

そ
の

時
は

感
情

的
だ

っ
た

。
そ

の
人

を
深

く
知

ろ
う

と
し

て
い

な
い

。
私

が
関

係
を

結
ぶ

の
が

下
手

だ
っ

た
の

か
も

し
れ

な
く

，
反

省
し

か
な

い
。

根
拠

は
わ

か
ら

な
い

が
自

信
が

あ
る

人
だ

と
思

う
。

同
僚

か
ら

い
ろ

い
ろ

言
わ

れ
る

こ
と

が
嫌

で
，

マ
ウ

ン
ト

を
取

り
た

が
る

人
だ

っ
た

。
高

等
部

の
職

員
の

な
か

で
一

番
勤

務
年

数
が

長
く

，
こ

れ
ま

で
の

や
り

方
を

続
け

よ
う

と
し

て
い

る
人

だ
と

思
っ

た
。

人
の

良
い

人
で

は
あ

る
が

，
言

葉
の

慎
重

さ
が

な

く
，

真
意

が
わ

か
ら

ず
に

安
易

に
発

言
し

て
い

な
い

か
不

審
に

思
っ

た
。

経
験

も
年

齢
も

上
で

あ
る

た
め

指
摘

し
づ

ら
い

。
そ

の
人

は
自

信
が

あ
る

し
，

実
績

も
あ

り
，

プ
ラ

イ
ド

も
あ

る
。

プ
ラ

イ
ド

を
傷

つ
け

な
い

よ
う

に
と

思
っ

た
。

「
若

い
ね

…
」

「
教

員
本

当
に

や
る

気
あ

る
？

」
と

感
じ

る
ぼ

ー
っ

と
し

て
い

る
人

だ
っ

た
。

主
体

的
に

学
ん

で
ほ

し
い

，
自

分
か

ら
ア

ク
シ

ョ
ン

を
起

こ
し

て
ほ

し
い

と
思

う
人

だ
っ

た
。

今
思

う
と

本
人

は
や

る
気

は
あ

っ
た

が
，

や
り

方
が

わ
か

ら
な

か
っ

た
の

だ
と

思
う

。

人
の

意
見

を
聞

こ
う

と
し

な
か

っ
た

り
，

誰
に

も
相

談
し

な
い

で
落

ち
込

ん
だ

り
，

思
う

よ
う

に
い

か
な

い
こ

と
に

イ
ラ

イ
ラ

し
た

り
し

て
人

と
う

ま
く

や
れ

る
か

心
配

し
た

。
み

ん
な

と
仲

良
く

や
る

こ
と

も
仕

事
と

い
う

こ
と

に
気

付
か

な
い

と
将

来
苦

労
す

る
か

な
と

思
っ

た
。

補
足

質
問

ｆ

現
時

点
で

の
調

査
参

加

者
に

と
っ

て
〈

伝
わ

ら

な
い

〉
と

は
ど

ん
な

意

味
が

あ
る

か

人
は

変
わ

れ
る

と
は

思
っ

て
も

，
私

が
人

を
変

え
ら

れ
な

い
か

ら
，

私
が

変
わ

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

伝
わ

ら
な

い
こ

と
は

相
手

に
対

し
て

，
私

を
見

て
く

れ
る

良
い

状
態

に
差

し
出

せ
て

お
ら

ず
，

未
熟

さ
が

出
る

。

向
き

合
う

き
っ

か
け

に
な

っ
て

い
る

。
考

え
方

や
視

野
が

違
う

人
，

違
う

年
代

の
人

と
組

み
，

私
と

違
う

考
え

方
を

知
る

。
自

分
自

身
の

人
間

性
を

試
さ

れ
，

鍛
え

ら
れ

る
。

本
当

は
不

快
で

あ
る

が
，

私
と

は
違

う
考

え
方

を
教

え
て

く
れ

る
一

つ
の

方
法

に
な

っ
て

い
る

と
思

う
。

以
前

は
９

：
１

で
相

手
が

悪
い

と
考

え
，

関
係

は
終

わ
り

に
な

っ
て

い
た

。
立

場
上

ど
う

し
て

も
伝

え
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
が

出
て

き
た

時
、

相
手

に
も

考
え

が
あ

り
，

自
分

の
非

を
１

か
ら

５
に

考
え

る
よ

う
に

し
た

り
，

自
分

の
考

え
だ

け
で

や
ら

な
い

よ
う

に
し

た
り

す
る

こ
と

を
意

識
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

伝
わ

る
こ

と
に

価
値

が
あ

る
。

伝
え

る
側

の
責

任
で

あ
る

。
伝

え
る

側
が

，
相

手
の

性
格

，
経

験
，

環

境
，

エ
ネ
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かりやすく伝えるために気を遣ったり，③［今ま 
での経験の違いがあるからかな…．］と背景を考

えたりするようになったりした． 
４）対象者Ａの微小なイニシエーションについて 

 対象者Ａは副担任であった年上の女性教諭

に思いや考えが伝わらない体験において，分

離・過渡・統合といった“微小なイニシエーシ

ョン”が確認された． 
分離の過程として，自分のイメージ，相手のイ

メージが揺らぎ，新たな関係を探す上で必要な相

手との距離を生んでいる．このことは補足質問に

おいても，自分のイメージが揺らいだとする「私

は保護者からの信頼もあり，自信があった．」，新

たな関係を探す上で必要な相手との距離を生ん

だとする「私自身伝えることに諦めが強く，温度

差もあった．」との発言からも確認できる． 
次に，過渡の過程として，伝わらない関係か

ら脱出したいと思い，相手の言動の背景に思い

を巡らせ，曖昧になった関係を結び直そうとし

ていた．このことは，補足質問において「私も

感情的だった．」「その人を深く知ろうとしてい

ない．」「私が関係を結ぶのが下手だったのか

も．」「気を遣うようになったり，人の歩み，背

景や育ちを考えるようになったりした」との発

言からも確認できる． 
そして，統合の過程として，伝わらない相手

にわかりやすく伝えるために気を遣おうとし

たり，背景を考えようとするようになったりし

ている．このことは補足質問においても，「相手

は変わらないから私がどうわかりやすく伝え

るかが大切」との気づきとして確認できる．さ

らに，思いや考えが伝わらないことの自分自身

にとっての意味を「伝わらないことは相手に対

して，私を見てくれる良い状態に差し出せてお

らず，未熟さが出る．」とするに至っている． 
 
２２．．対対象象者者ＢＢ  

面談の結果は Fig.2，Table 6のようになった． 
１）クラスターと連想項目 

【B1】は⑥［なぜ相手はそう思うのだろう．］
⑬［どうして分かってもらえないのだろう．］⑧

［相手とそのことについてじっくり話したい．］

④［分かってもらいたい．］⑨［どうしたら分か

ってもらえるのか．］⑦［何を大事にしているの

だろう．］ 
【B2】は⑫［自分の伝え方が下手なのかな．］
⑭［一緒に仕事をしていく上で，分かり合えな

いとつらいな．］⑪［すごくパワーを使う．］ 
【B3】は②［同じ思いをもって児童生徒に向

かっていきたい．］③［児童生徒にとって，何が

大切か一緒に考えたい．］①［一番中心において

考えるのは，児童生徒のこと．］⑤［他の先生は

どのように考えるのだろう．］ 
【B4】は⑩［分かり合える人もいれば分かり

合えない人もいる．迎合しすぎず上手くやって

いかなければ．］⑮［相手は今までどのような教

FFiigg..11  対対象象者者ＡＡののデデンンドドロロググララムム  
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➖⑩私は間違ったことは，言っていないのに…。

➕⑨今，体調はどうだろう。

➖⑮もう，知らない!!

➖⑪何故，分かってくれないんだろう…。

➖⑬私より年上なのに･･･。

➖⑫頑張って伝えるのをやめた方が楽かな･･･。

【A1】

⑭

⑩

⑪

⑬

⑫

⑮

③

②

➕②まず結論を言ってから内容を話そう

➕③今までの経験の違いがあるからかな…。

➖⑮イライラ💢💢

➕⑧他の仕事で，大変なのかな･･･。

➕⑦時間をおいてから，また話して

　　みようかな･･･。

➕⑤伝わるように言葉を選ぼう。

➕⑥もっと具体的に話そう。

➕④他の先生の意見を聞いたうえで

　　個人の意見ではなく，皆の意見

　　としてもっていこうかな…。

００①私のことを信用してないのかな…。

【A2】

⑧

⑨

⑦

【A3】

⑤

⑥

④

①
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員生活の中で，どのような経験をしてきたのだ

ろう．］ 
２）対象者よるクラスターの解釈 

(1)意味 
【B1】は「お互いに分かり合えることへの期

待」から「前向きな気持ち」ではあるが，「相手

と自分の考え方の違いに戸惑って」おり，【B2】
は「譲れない思いをうまく相手に伝えることが

上手にできない，譲れない思いに確信がないこ

とでの落ち込み」や，「TTの関係性にパワーを
使うことへの疲れ」がある．【B3】は「大切なの
は子ども」であり，「子どもに何ができるのかを

考える」，「子どもを中心において整理した考え

方」があらわれている．【B4】は伝えることに「と
てもストレスを感じ」つつも，子どものためには

「相手が気持ちよく働けるように」していく．た

だ，「私に心を開いているときに話すなどし，気

長に関係性を築けたら」と考えている． 
(2)関係性 
【B1】が「最初に出てくる相手に対しての疑
問や戸惑いの感情」である．その後【B2】では
「自分自身の弱点」や「相手とわかり合う方法

で悩んで」おり，その分かり合いたい根本には

【B3】の「子どものために何ができるかという
思い」があらわれている．そして【B4】では「伝
わることのみに焦点を当てず，取り組みの中で

思いを伝える」というように移っていっている． 
 

３）微小なイニシエーションの成立状況 

分離・過渡・統合の各過程が生じ，“微小なイ

ニシエーション”が成立していた． 
まず，分離として⑥［なぜ相手はそう思うの

だろう．］⑬［どうして分かってもらえないのだ

ろう．］④［わかってもらいたい．］⑨［どうし

たら分かってもらえるのか．］と自他のイメー

ジや依って立つイメージが揺らいだ．そして，

過渡として⑫［自分の伝え方が下手なのかな．］

⑭［一緒に仕事をしていく上で，分かり合えな

いとつらいな．］⑪［すごくパワーを使う．］と

苦しい感情が生まれている．この伝わらない関

係から脱出したいと思い，自身の教育観につい

て，③［児童生徒にとって，何が大切かを一緒

に考えたい．］①［一番中心において考えるのは，

児童生徒のこと．］と改めて見直している．また，

⑤［他の先生はどのように考えるだろう．］と自

身が弱点に感じている部分を補おうとする動

きもみられた．さらに，統合として⑩［分かり

合える人もいれば分かり合えない人もいる．迎

合しすぎず上手にやっていいかなければ．］と

相手と向き合う構えを再構築した． 
４）対象者Ｂの微小なイニシエーション 

について考察 

対象者Ｂは担任であった年下の女性講師に

思いや考えが伝わらない体験において，分離・

過渡・統合といった微小なイニシエーションが

確認された． 

FFiigg..22  対対象象者者ＢＢののデデンンドドロロググララムム  
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０⑥なぜ相手はそう思うのだろう。

④

⑨

➖⑬どうして分かってもらえないのだろう。

➕⑧相手とそのことについてじっくり話したい。

➖④分かってもらいたい。

0⑨どうしたら分かってもらえるのか。

⑦
➕⑦何を大事にしているだろう。

【B2】

⑫
➖⑫自分の伝え方が下手なのかな。

⑭ ➖⑭一緒に仕事をしていく上で，

分かり合えないと
⑪

【B1】

⑥

⑬

⑧

➖⑪すごくパワーを使う。

【B3】

②
➕②同じ思いをもって児童生徒に

向かっていきたい。
③

➕③児童生徒にとって何が大切か

を一緒に考えたい。
①

➕①一番中心において考えるのは児童

⑤
00⑤他の先生はどのように考えるだろ

0⑩分かり合える人もいれば分かり合えない人も

いる。迎合しすぎず手くやっていかなければ。

0⑮相手は今までどのような教員生活の中で，

どのような経験をしてきたのだろう。

【B4】

⑩

⑮

－ 118 －



特別支援学校教員の微小なイニシエーションの形成に関する基礎研究 

分離の過程として，自他のイメージや依って

立つイメージが揺らいでいる．このことは，補

足質問における「根拠なく大丈夫と言われ，決

めつけてかかっている状態」との発言からも確

認できる． 
次に，過渡の過程として，伝わらない関係か

ら脱出したいと思い，自身の教育観について改

めて見直している．このことは，補足質問にお

ける「自分の経験に基づく支援のやり方が伝わ

らない」という体験を，相手や自身の教育観と

「向き合うきっかけとなる」との発言からも確

認できる． 
そして，統合の過程として，相手と向き合う

構えを再構築するようになった．このことは補

足質問においても，「私自身が変わり，視野を広

げるきっかけ」として確認できる．さらに，思

いや考えが伝わらないことの自分自身にとっ

ての意味を「自分自身の人間性を試され，鍛え

られる．」とするに至っている． 
 

３３．．対対象象者者ＣＣ  

面談の結果は Fig.3，Table 6のようになった． 
１）クラスターと連想項目 

【C1】は⑫［相談しながら時間をかけるしか

ない．］⑬［この言い方なら伝わった．］⑭［ど

うやって言えば言いたいことが伝わるかな．］

⑮［何回言ってもわかってもらえないなぁ．］⑩

［私の伝え方が悪いのかな．］⑪［どうしてあん

なふうに発言するのかな．］⑧［プライドのある

方だから，言葉は選んでいかないといけない．］ 

【C2】は⑦［この先生の良いところを大切に

したい．］⑨［この事業(仕事)にはこの先生の力

が必要．］④［良いところ，悪いところは誰にで

もある．］⑤［仕事はチームでやる．］③［職場

(学校)は，いろんな人の集まり．］ 

【C3】は①［苦手なことは助けてもらう．］②［自

分も欠点だらけ．］⑥［自分ではできないこと．］ 

２）クラスターの解釈 

(1)意味 

【C1】は「相手に対してあまりいいイメージを

もっておらず」，「マイナスなイメージが強く」出

ている．【C2】では「相手といい方向に向かう方法

を探り」，「前向きに考えており」，【C3】では「自

分について分析」し，「自分の良くないところを

見つめる」ことで，「次へ進もう」としている． 

(2)関係性 

【C1】が「良くない捉えの中で相手にマイナス

なイメージ」をもっている「最初に出てくる」感

情である．その後，【C2】の「相手をイメージしな

がら前向きに考える」と【C3】の「自分に目を向

け前向きに考える」に移り変わっている．【C2】も

【C3】も前向きに次に向かおうとしている． 

３）微小なイニシエーションの成立状況 

 分離・過渡・統合の各過程が生じ，“微小なイ

ニシエーション”が成立していた． 

まず，分離として⑭［どうやって言えば言い

たいことが伝わるかな．］⑮［何回言っても分か

ってもらえないなぁ．］と依って立つイメージ，

⑩［私の伝え方がわるいのかな．］と自分のイメ

ージ，⑪［どうしてあんなふうに発言するのか

FFiigg..33  対対象象者者ＣＣののデデンンドドロロググララムム  
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【C1】

⑫ ➖⑫雑談しながら時間をかけるしかない。

⑬
０⑬この言い方なら伝わった。

⑭
➖⑭どうやって言えば言いたいことが伝わるかな。

⑮
➖⑮何回言っても分かってもらえないなぁ。

⑩

【C2】

⑦

➕⑦この先生の良いところを大切にしたい。

⑨
➕⑨この事業（仕事）にはこの先生の力が必要。

➖⑩私の伝え方が悪いのかな。

⑪
➖⑪どうしてあんなふうに発言するのかな。

⑧
➖⑧プライドのある方だから，言葉は選んでいかないと

いけない。

④
0④良いところ，悪いところは誰にでもある。

⑤
➕⑤仕事はチームでやる。

③
0③職場（学校）は，いろんな人の集まり。

【C3】

①
➕①苦手なことは助けてもらう。

②
➕②自分も欠点だらけ。

⑥
➕⑥自分ではできないこと。
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な．］⑧［プライドのある方だから，言葉は選ん

でいかないといけない．］と相手のイメージが

揺らいだ．次に，過渡として①［苦手なことは

助けてもらう．］②［自分も欠点だらけ．］⑥［自

分ではできないこと．］と底流にある自己感覚

を刺激する苦しい感情の中で，自身について改

めて見直し，自他の関係を結び直そうとした．

さらに，統合として⑦［この先生の良いところ

を大切にしたい．］⑨［この事業(仕事)にはこの

先生の力が必要．］④［良いところ，悪いところ

は誰にでもある．］と互いの違いを認め，良さを

考えるようになっている．⑤［仕事はチームで

やる．］③［職場はいろんな人の集まり］と仕事

の在り方を再度考えた． 

４）対象者Ｃの微小なイニシエーション 

について考察 

 対象者Ｃは県事業チームのチーフであった

年上の男性教諭に思いや考えが伝わらない体

験において，分離・過渡・統合といった“微小

なイニシエーション”の過程が成立していた． 

分離の過程として，依って立つイメージ，自分

のイメージ，相手のイメージが揺らぎ，新たな関

係を探す上で必要な相手との距離を生んでいる．

このことは補足質問における「言葉の慎重さが

なく，真意もわからず安易に発言していないか

不審に思った．」「経験も年齢も上であるため指

摘しづらい．」との発言からも確認できる． 

次に，過渡の過程として，自身を改めて見直

し，新たな関係を結び直そうとしている．この

ことは，補足質問における「自分の非を 1から

5 に考えるようにしたり，自分の考えだけでや

らないようにしたりすることを意識するよう

になった．」との発言からも確認できる． 

そして，統合の過程として，互いの違いを認

め，良さを考えるようになり，仕事の在り方を

再度考えるようになっている．このことは補足

質問においても，「私と違う考えがあり，それを

肯定していこうと思う．」「違う考え方があると

いうことが自分のブレーキになったら」と考え

るようになったとの気づきとして確認できる．

さらに，思いや考えが伝わらないことの自分自

身にとっての意味を「本当は不快であるが，私

とは違う考え方を教えてくれる一つの方法に

なっている．」とするに至っている． 

  

４４．．対対象象者者ＤＤ  

 面談の結果は Fig.4，Table 6のようになった． 
１）クラスターと連想項目 

【D1】は①［伝わらない＝仕事が充実しない．］
③［基本，チームでやらないといけないから．］

⑨［管理職に相談する．］⑫［その人の身近な人

に話す．］⑪［なんとか伝わるように他の方法を

探す．］⑬［1対 1で話さずに，学年会や分掌会
など一緒に仕事をしている人と一緒に話す．］

⑩［どう言ったら伝わるか．］ 
【D2】は⑭［直接伝えず説明の資料を作成す
る．］⑮［その人の得意な仕事，やれることをし

てもらう．］ 
【D3】は⑤［どうして，伝わらないか．］⑥
［いつもちゃんと伝わる人に愚痴を言う．］⑦

5 10 15 20 25

➖④子どもに悪影響。

【D4】 ⑧ 0⑧しばらく直接話さない。

➖①伝わらない＝仕事が充実しない。

【D3】

⑤ ➖⑤どうして，伝わらないか。

⑥ ➖⑥いつもちゃんと伝わる人に愚痴を言う。

⑦ 0⑦周りの人に同じことを言ってみる。

② ➖②一緒に仕事をすることが難しい。

④

➕⑪なんとか伝わるように他の方法を探す。

⑬
➕⑬1対1で話さずに，学年会や分掌会など

一緒に仕事をしている人と一緒に話す。

⑩ ➕⑩どう言ったら伝わるか。

【D2】

⑭ ➕⑭直接伝えず説明の資料を作成する。

⑮
➕⑮その人の得意な仕事，やれることを

してもらう。

【D1】

①

③ ➕③基本，チームでやらないといけないから。

⑨ ➕⑨管理職に相談する。

⑫ 0⑫その人の身近な人に話す。

⑪

FFiigg..44  対対象象者者ＣＣののデデンンドドロロググララムム  
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［周りの人に同じことを言ってみる．］②［一緒

に仕事することが難しい．］④［子供に悪影響．］ 
【D4】は⑧［しばらく直接話さない．］ 
２）対象者によるクラスターの解釈 

(1)意味 
【D1】は「伝えることが仕事の根本」である

から，何とか伝えるために「手段や方法を模索

している」のに対し，【D2】では「教員の仕事
は対教員ではなく対子どもや対保護者」である

から，「伝わらないことをずっと話すのではな

く，伝えることをいったん置いておいておく」．

【D1】と【D2】はどちらも「仕事として捉えて
いることは共通」している．【D3】では「怒り
から始まるが，イライラしていても仕方がない」

ため，「人に話していいアドバイスをもらった

り，自分が愚痴を言ってすっきりしたり」する．

【D4】では「いい解決方法でないとわかってい
ても，ストレス以上の怒りがあり」，「自分自身

がクールダウンするため」にある．【D3】や【D4】
は「人間関係の中で起きる感情で，家族や友人

関係でもあること」である． 
(2)関係性 
「当時は伝えたい思いと伝わらない怒りの

葛藤で怒りが勝ち」，【D3】の「イライラとした
気持ち」が「一番初め」で，その後【D1】の「や
はり仕事としてなんとか伝えよう」か【D4】の
「自分自身がクールダウンするため」が来て，

そして【D2】の「伝えることをいったんやめる」
へと変化していった．しかし現在は，まず【D1】
の「伝えようという思い」がきて，その後【D2】
の「別の仕事をやってもらう」などし，【D3】
で「周りの人に愚痴を言うなどしてすっきり

し」，それでも伝わらないときに【D4】の「相
手との距離をとるなど」と変化している． 
３）微小なイニシエーションの成立状況 

分離・過渡の過程が生じたが統合までは至っ

ておらず，“微小なイニシエーション”は成立し

ていなかった． 
まず，分離として⑤［どうして，伝わらない

か．］②［一緒に仕事をすることが難しい．］と

同僚としてのイメージが揺らぎ，仕事上の関係

を探す上で必要な対象との距離が生まれた．次

に，過渡として⑧［しばらく直接話さない．］と

これまでの関係性を中断しようとし，伝わらな

い関係から脱出したいと思い，⑪［なんとか伝

わるように他の方法を探す．］⑩［どう言ったら

伝わるか．］とその場に応じた伝え方や関わり

方を見直し，揺らいだイメージを結び直そうと

している．また，⑨［管理職に相談する．］⑫［そ

の人の身近な人に話す．］⑬［1対 1で話さず学
年会や分掌会など一緒に仕事をしている人と

話す．］と相談や人と話すことで揺らいだイメ

ージを補おうとする動きが見られた．さらに，

⑭［直接伝えず説明の資料を作成する．］⑮［そ

の人の得意な仕事，やれることをしてもらう．］

と自分で課題に向かう姿勢をより強くした． 
４）対象者Ｄの微小なイニシエーションについて 

 対象者Ｄは同じ学年団であった年下の女性

講師に思いや考えが伝わらない体験において，

分離・過渡の過程が確認されたものの統合の過

程は確認できなかった． 
分離の過程として，同僚として仕事を行う上で

の対象との距離が生まれている．このことは補足

質問における「ぼーっとしている人」「主体的に

学んでほしい人」との発言からも確認できる． 
次に，過渡の過程として，これまでの関係性

を中断しようとし，伝わらない関係から脱出し

たいと思い，その場に応じた伝え方や関わり方

を見直そうとしている．このことは，補足質問

においても，「どうやったら伝わるかがわから

ない状態」で，これまでの関係性を中断しよう

としたとする「どうやったら伝わるかがわから

ない状態」との発言からも確認できる．そして，

仕事に向かう姿勢のイメージを再構築するよ

うになっている．このことは補足質問において

も，伝わるということを「伝える側の責任」だ

と考えるようになったとして確認できる．なお，

「一人ひとり考え方が違うことを認めざるを

得ない．」として割り切るとしており，統合とし

ての自身の価値観の変化までは至っていない．

そして，思いや考えが伝わらないことの自分自

身にとっての意味を「伝わることに意味があ

る．」としている． 
  

５５．．対対象象者者ＥＥ  

 面談の結果は Fig.5，Table 6のようになった． 
１）クラスターと連想項目 

【E1】は⑦［意見があるなら伝えてほしい．］
⑧［わからないなら聞いてほしい．］⑬［「やる」

と前言ってたのに…．］⑮［その人の将来を心配

する．］ 
【E2】は③［まずはあやまる．］⑩［気を悪
くしたかな？］②［気をつかう．］⑨［おこって

る？］⑫［お菓子を買って手紙をつけてわたす．］ 
【E3】は⑪［むずかしい．］⑭［まわりの同

僚と相談して対応すべきことを確認する．］ 
【E4】は④［どうすれば関係が良くなる？］⑥
［もう一度へり下って言ってみる．］⑤［自分か
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らあいさつしてみる．］①［伝え方がわるかった？］ 
２）対象者によるクラスターの解釈 

(1)意味 
【E1】は「相手に自分からアクションを起こ

してほしい」と思っており，「マイナスな方向の

気持ち」である．「相手が言わないでイライラし

ているから，仕事は甘くないよ」と思っている． 
【E2】では相手に「実際に謝ったり，お菓子

を渡したり」して，「とても気を遣っており」，

「気持ちはマイナス」である．【E3】は「自分
だけで抱えず」に，「他の人の知恵を借りたり，

相談したりしよう」としており，「気分が重い」． 
【E4】は「関係が元通りになるためにどうし

たらいいか」考えており，「気持ちはマイナス」

である． 
(2)関係性 
【E2】がとりあえず今の状況をどうにかする
ために「自分がどうするか」考え，その後【E1】
で相手に対して「文句があるなら言ってくれ」な

どと「相手に要求している」．そして【E3】の「人
の考えを参考にしたり，人に頼ったりする」こと

と【E4】の「相手が話しやすい環境をつくろう
という行動」へと移り，「これからどうしていく

かを考える」というように移り変わっていく． 
３）微小なイニシエーションの成立状況 

 分離・過渡の過程が生じたが統合までは至っ

ておらず，“微小なイニシエーション”は成立し

ていなかった． 
まず，分離として⑬［「やる」と前言っていた

のに．］⑦［意見があるなら伝えてほしい．］⑧

［わからないなら聞いてほしい．］と依って立

つイメージが揺らいだ．そして，③［まずはあ

やまる．］②［気をつかう．］⑫［お菓子を買っ

て手紙をつけてわたす．］と新たな関係を探す

上で必要な相手との距離を生んだ．次に，過渡

として⑪［むずかしい．］という苦しい感情から，

①［伝え方がわるかった？］⑥［もう一度へり

下って言ってみる．］④［どうすれば関係が良く

なる？］と伝わらない関係から脱出したい気持

ちが生まれている．また，⑭［周りの同僚と相

談して対応すべきことを確認する．］と相談す

ることで揺らいだイメージを補おうとする動

きが見られる． 
４）対象者Ｅの微小なイニシエーションについて 

 対象者Ｅは作業班副担当であった年下の男

性講師に思いや考えが伝わらない体験におい

て，分離・過渡の過程が確認されたものの統合

の過程は確認できなかった． 
分離の過程として，同僚として新たな関係を

探す上で相手との必要な距離を生んでいる．こ

のことは補足質問においても，相手のイメージ

が揺らいだとする「機嫌が悪くなり，話ができ

ない」「人の意見を聞こうとしなかったり，誰に

も相談しないで落ち込んだり，思うようにいか

ないことにイライラしたりする」との発言から

も確認できる． 
次に，過渡の過程として，伝わらない関係から

脱出したいと思い，相談することで揺らいだイ

メージを補おうとしている．このことは，補足質

問における「生きていく上で伝わらなかったり，

5 10 15 20 25

【E4】

④ 0④どうすれば関係が良くなる？

⑥ 0⑥もう一度ヘリ下って言ってみる。

⑤ 0⑤自分からあいさつしてみる。

① ➖①伝え方がわるかった？

0⑫お菓子を買って手紙をつけてわたす。

【E3】
⑪ 0⑪むずかしい。

⑭ ➕⑭まわりの同僚と相談して対応すべき事を確認する。

【E2】

③ ➖③まずはあやまる。

⑩ ➖⑩気を悪くしたかな？

② 0②気をつかう。

⑨ ➖⑨おこってる？

⑫

【E1】

⑦ ➖⑦意見があるなら伝えてほしい。

⑧ ➖⑧わからないなら聞いてほしい。

⑬ 0⑬「やる」と前言ってたのに…。

⑮ ➖⑮その人の将来を心配する。
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人とうまくやっていけなかったりすることは辛

い．」との発言からも確認できる．なお，「伝わら

ない相手については，それは個性かと思う．」「伝

わらないことは肯定的ではないけれど，そうい

う人もいるかと捉えることはできる．」との発言

から，その人の個性として割り切ることに終結

させ，自身の価値観の変化を試みることまでは

至っていない．そして，思いや考えが伝わらない

ことの自分自身にとっての意味を「伝わらない

ことには前に進めない．」としている． 
 
● 
ⅣⅣ．．考考察察  

 
微小なイニシエーションが成立した３事例

は，伝わらない相手と自分との関係において

「仕事ができない人」(対象者Ａ)，「マウントを
とりたがる人」(対象者Ｂ)，「言葉の慎重さがな
く，真意がわからずに安易に発言していないか

不審に思った」(対象者Ｃ)まず厳しく評してい
る．その上で，まず分離として，［頑張って伝え

るのをやめた方が楽かな…．］(対象者Ａ⑫)，［ど
うしたら分かってもらえるのか．］(対象者Ｂ⑨)，
［どうやって言えば言いたいことが伝わるか

な．］(対象者Ｃ⑭)と相手に伝えようとするが果
たせないといった揺らぐ心情を吐露している．

そして，過渡として，［時間をおいてから，また

話してみようかな．］(対象者Ａ⑦)，［自分の伝
え方が下手なのかな．］(対象者Ｂ⑫)，［苦手な
ことは助けてもらう．］(対象者Ｃ①)と相手に伝
わるためにどうしたらよいかを考えようとし

ている．さらに，統合として［伝わるように言

葉を選ぼう．］(対象者Ａ⑤)，［分かり合える人
もいれば分かり合えない人もいる．迎合しすぎ

ず上手くやっていかなければ．］(対象者Ｂ⑩)，
［この事業(仕事)にはこの先生の力が必要．］
(対象者Ｃ①)と相手と伝わる関係となるように
自分が変わっていかなければとしている． 
こうした３人に生じた変化は，“宣誓と確約”4)

とされるイニシエーションの成立によって，自分

自身を他の成員と結びつけ，新たな状態や義務の

認識への責任を負わせる過程 8)が生じたものと言

えよう． 
こうした微小なイニシエーションの成立に

過程は心的な危機や試練を伴うことから，その

体験と向き合う準備が整った上で，他者に改め

て体験を語ることが重要とされている 8)10)．す

なわち，“微小なイニシエーション”が成立した

３名は補足質問ｆ「現時点での調査参加者にと

って〈伝わらない〉とはどんな意味があるか」

において「人は変われるとは思っても，私が人

を変えられないから，私が変わらなければなら

ない」(対象者Ａ)，「自分自身の人間性を試され，
鍛えられる」(対象者Ｂ)，「本当は不快であるが，
私とは違う考え方を教えてくれる一つの方法

になっていると思う」(対象者Ｃ)と回答してい
る．この回答からして，この３名は他者との関

係から自己の在り方を見つめようとする準備

が整っていたものと推察される． 
それに対し，微小なイニシエーションが成立

しなかった２名は，補足質問ｄにおいて伝わら

ない体験の肯定的な意味を「認めざるを得ない」

(対象者Ｄ)，「あまりないと思う」(対象者Ｅ)，
補足質問ｆにおいて「伝わることに意味がある」

(対象者Ｄ)，「伝わらないことには前に進めない」
(対象者Ｅ)としており，自己の在り方を見つめ
ようとする準備にはまだ至っていないものと

推察される． 
なお，今回の一連の面談プロセスによる微小

なイニシエーションの成立を心理面接に応用

することの可能性が示唆された．ただし，心理

面接への応用には寡黙なクライエントへの対

応も含め，更なる検討が必要との指摘がある 8)．

こうした点も踏まえ，重要な他者に思いや考え

が伝わらない体験を契機に，個人の感じ方や在

り方が揺れ，再構成される伝わらない体験の中

にある“微小なイニシエーション”に着目した

事例を累積し，心理面接への応用についても検

討していきたい． 
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